
令和６年度 四十万小学校スクールフォーラム 

令和６年４月２６日 

１ 教育目標 

「 自ら学び 心豊かで たくましく生きる 子どもの育成 」 

 

２ 目指す学校像 

・児童一人一人が安心して通うことのできる学校 

・地域住民や保護者が通わせたいと思う学校 

・児童や保護者，教職員が信頼と誇りを持つことができる学校 

 

３ 目指す児童像 

「 人と関わり，自ら学ぶ子（知）」 

  ・自ら課題を見出し，主体的に課題解決しようとする子 

  ・自分の考えを持ち，相手意識を持ちながら，表現したり、聴いたりしたりしようと

する子 

  ・他との関わり合いを通して学び合い，考えをより広げたり深めたりしようとする子 

  ・学んだことをふりかえり，次につなげ，よりよい学びをつくろうとする子 

「 自分を，人を大切にする子（徳）」 

・思いやりの心を持ち，それぞれの立場や気持ちを考えて行動しようとする子 

・挨拶やお礼などを，しっかりと言うことができる子 

  ・美しいものや立派な行いなどを，素直に認めることができる子 

  ・きまりやルールの意味を理解し，それを守ろうとする子 

「 人のために自ら行動する子（体）」 

  ・目標に向かって，相手のことを考えながら，進んで物事に取り組もうとする子 

  ・あきらめず，粘り強く取り組み，最後までやり抜く子 

・健康や体力に関心を持ち，自ら健康な体をつくろうとする子 

 

４ 今年度の重点的な取組目標と具体的な方策 

★ 児童の学力向上と教員の授業力の向上 

身に付けさせたい資質・能力の確実な定着を図り，主体的に問題解決できる児童を

育成します。そのために、『金沢型学習スタイル・四十万バージョン』の共通実践によ

り，児童自らが課題を見付け出す場，課題解決の過程を見通す場，自分で考え分から

ないことを自覚する場，みんなで学び合い考えを広げ深め合う場，学んだことを確か

め実生活や次の学習に活かす場等を充実させていきます。 

★ 個々の児童の特性に応じた細やかな指導・支援の促進と特別支援教育の充実 

児童の実態把握に基づいて，個の状況に応じたきめ細かな指導の工夫を図るととも

に、校内の支援体制の一層の充実を図ります。また、家庭との連絡や関係諸機関との

連携を密にすることで，多様な視点できめ細かな支援・相談体制等を構築します。 

★ 互いに認め合い，互いに尊重し合える温かい人間関係づくりと自主的な態度の育成 

相手の気持ちを理解しようと共感的に聴く力の育成と互いの良さを認め合う活動の

充実と工夫に重点を置き，個々の児童を深く理解し，共感的な人間関係を育む指導と

個に応じた支援を行っていきます。 



５ 各指導部の目標・重点と主な取り組み 

 （１）学習部 

  ① 研究主題・副題 

   「 生き生きと学び合う子をめざして 

－子ども自身が学びを実感できる授業づくり－」 

  ② 学力向上のための主な取り組み 

・「金沢型学習スタイル☆四十万バージョン☆」の共通実践 

・①「わかる・できる」にするため、②「わかった・ 

    できた」を実感させるための工夫 

   ・朝の「さわやかタイム」を活用した基礎的・基本的な知識・技能の定着 

   ・基礎的な文章を書く力を定着させるための、学年に応じたまとめや振り返りの書

かせ方の工夫（空欄を埋める、キーワードを使う、共通の書き出し 等） 

   ・単元末テスト等の際の具体的な見直しのポイントの提示 

 （２）生徒指導部 

  ① 目標・今年度の重点☆ 

    自身のよさや可能性に気付き，伸ばしていくとともに，多

様化する社会の中で他者と関わりながら生きていくために必

要な資質・能力を身に付ける。 

    ☆ 相手の思いや考えを分かろうと聴く。 

    ☆ 気持ちのよいあいさつをする。 

    ☆ 自分の人のよいところを見つける 

  ② 主な取り組み 

   ・学習部と連携し、スモールステップによる相手の思いや考

えを分かろうと共感的に聴く力の育成 

   ・月ごとのがんばり目標は「あいさつ」と「よいところ見つけ」の２点に焦点を当

てた取組を実施 

    【あいさつ】王様あいさつ（４月）、児童の運営委員会と連携した取組 等 

    【よいところ見つけ】「今日のすてきな人」紹介、クラスのよいところ見つけ、 

              構成的グループエンカウンター 等 

   ・心のアンケートや相談ポスト等を活用した悩みや困りごとを相談しやすい環境 

 （３）特別活動指導部 

  ① 指導の重点 

   ・年齢や性別、考え方や関心、意見の違い等を理解した上で、お互いに認め合い、

互いのよさを感じ、そして生かしながら温かい人間関係を築くことができるよう

にする。（人間関係形成）              

・人のために主体的に行動しようとする態度を育てるため、学年に応じためあてや 

役割を明確にして、活動に取り組ませる。 (社会参画)                      

・活動をふり返り、自己のよさや可能性に気付くとともに、相手に感謝を伝えられ 

るよう工夫していく。（自己実現） 

  ② 主な取り組み 

   ・委員会活動（年間１２回） ・クラブ活動（年間１０回） ・たてわり活動 

・１年生を迎えるウィーク（４月） ・運動会（６月） ・マラソン大会（１１月） 

・６年生を送る会（２月）  ・たてわり活動（たてわり掃除、たてわり遊び） 


